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１．WEBに関する取組
（１）「建設現場へGO!」の拡充----------------------------------------------------------1ページ

☆（２）「18歳のハローワーク」------------------------------------------------------------2ページ
（３）「建設産業で働く女性がカッコイイ」----------------------------------------3ページ

☆（４）「建設現場へGO!」のロゴマークの活用--------------------------------------4ページ
☆（５）建設産業担い手確保・育成コンソーシアム専用WEBサイト-----------5ページ
☆（６）担い手確保・育成取り組み事例集-----------------------------------------------6ページ
☆（７）メーリングリストによるWEBサイト更新情報の発信---------------------7ページ
◎（８）電子ライブラリー----------------------------------------------------------------------8ページ

２．工業高校キャラバンの開催-------------------------------------------------9ページ

３．子ども霞が関デーへ参加---------------------------------------------------10ページ

５．パネル展示の開催-----------------------------------------------------------------11ページ

６．作文コンクールの実施---------------------------------------------------------11ページ

☆◎４．建設業界ガイドブック等による情報提供----------------------11ページ

「☆」印 建設産業担い手確保・育成コンソーシアムの予算により実施

「◎」印 国土交通省からの受託により実施

若年者の建設産業への入職促進を目的として、建設産業担い手確保・育成コンソーシアムと建設産業
人材確保・育成推進協議会/建設産業戦略的広報推進協議会との連携や、国土交通省からの支援等によ
り、以下のような幅広い広報活動を展開中。
※建設産業担い手確保・育成コンソーシアム、建設産業人材確保・育成推進協議会/建設産業戦略的広報推進協議会
（共に事務局：（一財）建設業振興基金）

（注）



本WEBサイトは、建設産業団体、行政機関、建設企業等が個々に広報している若年入職促進等に資する様々な
情報に対するリンクや、コンソーシアムが制作したコンテンツ等を掲載すること等により、若年者やその保護者、
教育関係者等が建設産業を知る際のポータルサイト（平成２５年１２月開設）として活用。
平成２７年度は、現場見学会等に応じる企業・行政機関、建設産業団体等を紹介するコンテンツを構築するこ

ととし、その他コンテンツは随時拡充予定。
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【建設現場へGO!】

【18歳のハローワーク】 【女性がカッコイイ】

「見る」「知る」「働く」
をキーワードに建設産業の
さまざまな情報を建設産業

が一体となって提供
コンテンツ
の拡充

※建設現場へGO!等の総アクセス件数（平成27年3月）：約22,000件/月（内ｺﾝｿｰｼｱﾑweb：7,000件）
（参考）対前年同月比2.7倍の増加（平成26年3月：約6,000件／月）



本WEBサイトは、工事の種類や建設現場における様々な職種の
紹介や実際に働いている技術者（監督さん）や職人さんたちへの
インタビュー等を通じて、より建設業を身近に感じてもらうこと
を目指すとともに、関心を持った者には、就職に向けた手がかり
となる情報発信。
平成２７年度は、施工体系図をイメージしたものを活用し、建
設現場が多くの人たちのチームワークにより成り立っていること
を紹介（WEB版施工体系図）。また、それぞれの専門職種の若手、
中堅、熟練工の仕事の内容をインタビュー形式で掲載していくコ
ンテンツを充実する。
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【職人インタビュー】

【平成27年度公開予定】



建設産業は、男の職場というイメージが強いため、まだまだ女性の入職者が少ないのが現状です。本WEB
サイトでは、既に建設産業で活躍している働く女性の姿や応援している企業等を紹介することにより、女性
の入職促進を目指す。
平成２７年度は、建設産業で働く女性に対するインタビュー取材を３ヶ月に一度実施し、これを本サイト

にて紹介予定。
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「建設現場へGO!」をより多くの若年者やその保護者、教育関係者等に見てもらうことを目的として、
ロゴマークを活用したバナーを制作し、関係機関等のWEBサイトに掲載して頂くことで、相互リンク、
ネットワーク化を図る。
また、関係機関におけるイベント、ポスター、チラシ、名刺等に印字してもらうためのロゴマークを

制作・提供。

＜ロゴマーク例＞

スマートフォ
ン等でＱＲ
コードを読み
取ると「建設
現場へＧＯ！
が開く」
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（バナー展開例）
関東地方整備局ホームページ



本WEBサイトは、コンソーシアムの活動を関係各機関に周知する
ことを目的として、コンソーシアムの活動内容等を掲載。
平成２７年度は、コンソーシアム構成員等における若年入職促

進活動の事例等、講師データベース等を公開予定。

③講師データベース

②担い手確保・育成
取組事例集

＜H27年度制作予定＞

①コンソーシアムや
地域ネットワーク等
の活動報告
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④入職促進に係る基礎資料
（高等学校、職業訓練校等の状
況など）
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全国の建設産業団体が実施した担い手確保・育成に資する取り組みをWEBサイト上に構築した報告フォー
ムに入力、併せて写真等を登録いただくことにより、事例集として整備。本情報を蓄積の上、関係機関の間
で情報共有することにより各者が実施する取り組みの参考となることを目指す。
また、（一社）建設産業専門団体連合会の「職人さん

ミュージアム」等、様々な取り組みを紹介している既存
ＷＥＢサイトとの連携（相互リンク）を図る。

①担い手確保・育成コンソーシアムホームページ内
に、実施した取り組みを事例として登録。
②取り組み事例別に検索し、絞り込みをすることがで
きる。
（検索方法：キーワード、「実施エリア」、「取り組
み区分」、「対象者」）
③取り組み事例には、実施した目的や経緯、その内
容、資料や写真、助成金の活用状況などを入力、登録
することができる。
④入力した取り組み事例は、プリントアウトすること
で、事業報告書や団体のPR資料としても活用。

【主な機能】
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７

「建設産業担い手確保・育成コンソーシアム専用WEBサイト」や「建設現場へGO!」等の情報の更新がされた
際に希望者（メールアドレス登録者）に通知（自動メール発信）。
なお、一般向けの情報配信サービスも検討していく予定。



８

各地域の建設産業団体、教育機関などにおい
て、若年者入職促進活動のためのホームページ
やパンフレット・資料作成に当たり活用できる
よう、写真やイラスト、動画素材を提供できる
電子ライブラリーをインターネット上に構築。
職種や作業内容ごとに区分して登録すること

で、目的に応じた素材を簡単に検索できる仕組
みとし、全ての素材についてフリー（無料）で
提供を行う。
（当面は、人材協等関係団体に限定）



業界・外部有識者・行政が一体となって工業高校生にface to faceで建設業の役割や魅力などを直接語
りかけ交流する工業高校キャラバンを開催。平成２６年１０月末から年末にかけて関東の複数校を対
象とし、現場で働く、技術者、技能者の方々に来てもらい建設業の魅力を伝えていただいた。
平成27年度は、工業高校に加えて、普通科高校、小中学校での実施を予定。

地区 高校名 学科名
対象

学年・人数
開催日 協力会社

埼
玉

熊谷工業

建築科 2年生 35人 10月30日 (株)大林組
(株)鈴木組

土木科 1年生 40人 12月11日 清水建設(株)
大綱建設(株)

大宮工業 建築科
1年生 80人 12月16日 (株)大林組

(株)鈴木組

東
京

田無工業
都市工学
科

1年生 38人
2年生 25人 12月19日 (株)ＪＭ 等

千
葉

東総工業 建設科 1年生 40人 11月17日 (株)大林組
(株)鈴木組

【アンケート結果】

１．今回の工業高校キャラバンについ

て、良かったと思いますか？

とても良かった 131人

良かった 68人

普通 15人

あまり良くなかった 0人

良くなかった 0人

２．あなたの建設業のイメージはどうですか？

良い 149人

どちらでもない 36人

悪い 7人

わからない 22人

３．将来、建設業界で働きたいですか？

働きたい 129人

まだ分からない 79人

働きたくない 6人

約9割が「とても良かった」「良かった」と回答 約7割が「良い」と回答 約6割が「働きたい」と回答

１～３について、回答生徒数214人、回答率100％

９

【平成26年度実施状況】



【建設産業戦略的広報推進協議会 実施プログラム】
○職人さんになってみよう！
〈協力団体〉

(一社)日本左官業組合連合会、東京都左官組合連合会
(一社)日本造園組合連合会、(一社)日本アンカー協会

○乗ってみよう！「はたらくくるま」！
〈協力団体〉

(一社)全国建設業協会、(一社)東京建設業協会、西松建設(株)
○職人さんのお仕事紹介パネル展
〈協力団体〉
全国基礎工業協同組合連合会、(一社)日本塗装工業会

○参加者へのグッズ配布
〈協力団体〉

(一社)日本建設業連合会、(一社)全国建設業協会、(一社)東京建設業協会、
東日本建設業保証(株)、勤労者退職金共済機構建設業退職金共済事業本部

毎年夏に小・中学生を対象とし府省庁等で開催しており、ものづくりの素晴らしさを体験してもら
うと同時に、建設業の社会的な役割を理解してもらうため、建設機械の試乗体験や左官、造園職人
の指導のもと体験型プログラムを実施。
平成27年度についても、引き続き参加予定。

【平成26年度実績】
実 施 日：平成26年8月6日～7日
来場者数：2,030名
※国交省として初の2,000名超え。前年比3割増

【省庁別来場者数ランキング】(前年比)
1位 農水省 4,771名 －２５％
2位 文科省 3,960名 ＋２０％
3位 経産省 3,221名 ＋５０％
4位 国交省 2,030名 ＋３０％ (昨年第5位)
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実施予定日：平成27年7月下旬



建設業の従事者を対象とした「私たちの主張」及び工業高校の建築学科及び

土木学科の在校生を対象とした「高校生の作文コンクール」を実施。
平成27年度について、「私たちの主張」では、新たに建産連、建専連を通じた

募集を行うことにより、技術者だけでなく、技能者からの応募の拡大を図る。

(平成27年度) 
応募期間：私 た ち の 主 張 ：平成２７年４月２０日～６月１９日

高校生の作文コンクール:  平成２７年５月１８日～７月１７日
(平成26年度実績)
応募期間：平成２６年５月１９日～７月１８日
応募数 ：私たちの主張 ４２８作品

高校生の作文コンクール １，０８２作品
選定結果：国土交通大臣賞各２名、土地・建設産業局長賞各３名、

佳作各１０名
表彰式等：１０月、国土交通大臣賞受賞者について、国土交通大臣室

にて表彰。同日に行われた優秀施工者国土交通大臣顕彰
式典において、受賞者による作品の朗読 11

1998年以来、各工事業（33職種）の仕事内容を紹介した冊子として、工業
高校、業界関係者等へ広く配布しており、平成26年度は28,500部を発行。
平成27年度は、「建設業界ガイドブック」の内容を刷新し、充実を図ると

ともに、「建設業界ガイドブック概要版（「ニッポンをつくる人たち、まも
る人たち」）を新たに制作。

平成27年3月14日～18日に第3回国連防災世界会議（仙
台）が開催され、(一社）宮城県建設業協会と共催で災害
対応にあたっている建設業を紹介するパネルを展示。
開催期間中は、建設業の重要性や役割を説明したリー

フレットや建設業について、理解を得られるよう「(一
社)北海道建設業協会」や「(一社)京都府建設業協会」が
作成したマンガなどを配布。


